
松
坡 

田
辺
新
之
助 

文
久
ニ
（1

8
6
2

）
年
～
昭
和
十
九
（1

9
4
4

）
年 

名
は
正
守
、
字
は
子
慎
、
称
は
新
、
新
之
助
、
別
号
に
菱
花
山
人
。 

 

唐
津
出
身
の
教
育
者
・
漢
詩
人
。
東
京
大
学
予
備
門
で
学

ん
だ
後
、
共
立

き
ょ
う
り
ゅ
う

学
校
（
後
の
東
京
開
成
中
学
校
）
英
語
・
地

理
教
授
と
な
り
、
明
治
三
十
（1

8
9
7

）
年
か
ら
校
長
を
務
め

ま
し
た
。
同
校
校
長
在
職
中
の
三
十
六
（1

9
0
3

）
年
、
逗
子

に
第
二
開
成
学
校（
今
日
の
逗
子
開
成
中
学
校
・
高
等
学
校
） 

を
、
翌
年
鎌
倉
に
鎌
倉
女 

学
校
（
今
日
の
鎌
倉
女
学 

院
中
学
校
・
高
等
学
校
） 

を
設
立
し
校
長
と
な
り
ま 

し
た
。 

 

八
十
二
歳
の
田
辺
松
坡 

田
辺
至
画
（1943

）
逗
子
開
成
所
蔵 

一
方
、
岡
本
黄
石

こ
う
せ

き

大
沼
枕
山
・
に
漢
詩
を
学
び
、
明
治
十

七
（1

9
8
4

）
年
か
ら
晩
翠

ば
ん
す
い

吟
社
に
参
加
。
二
十
代
半
ば
で
『
日

本
名
家
詩
選
』
に
作
品
が
採
録
さ
れ
た
こ
と
で
詩
壇
に
颯
爽

と
デ
ビ
ュ
ー
し
、『
毎
日
新
聞
』
漢
詩
壇
の
撰
者
も
務
め
る
な

ど
、
明
治
か
ら
昭
和
の
漢
詩
壇
で
活
躍
し
ま
し
た
。 

明
治
三
十
年
代
末
に
鎌
倉
に
転
居
し
、
亡
く
な
る
ま
で
四

十
年
近
く
鎌
倉
に
住
み
、
鎌
倉
同
人
会
設
立
（「
同
人
会
」
の

命
名
、
設
立
趣
意
書
の
起
草
）
に
関
わ
り
、
鎌
倉
市
内
の
旧

蹟
保
存
指
導
標
の
撰
文
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
漢
詩
の
講
読

会
を
開
き
、
自
ら
漢
詩
会
（
松
社
）
を
主
宰
す
る
な
ど
、
清

雅
な
都
市
鎌
倉
の
文
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
人
物
の
一
人
で

も
あ
り
ま
す
。 

戦
後
、
ご
遺
族
よ
り
膨
大
な
旧
蔵
書
が
鎌
倉
図
書
館
に
寄

贈
さ
れ
、
今
日
「
松
坡
文
庫
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 



松
方
正
義 

天
保
六
（1835

）
年
～
大
正
十
三
（1

9
2
4

）
年 

号
は
海
東 

鹿
児
島
出
身
の
政
治
家
、
公
爵
。
維
新
後
、
大
蔵
大
輔
・

内
務
卿
を
へ
て
、
参
議
簾
大
蔵
卿
。
明
治
二
十
五
（1

8
9
2

）

年
ま
で
大
蔵
卿
・
蔵
相
と
し
て
松
方
財
政
を
展
開
。
銀
本
位

制
・
金
本
位
制
を
確
立
す
る
な
ど
財
政
・
金
融
制
度
を
整
備

し
ま
し
た
。
二
度
政
権
を
担
当
し
、
引
退
後
も
元
老
と
し
て

政
財
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。 

 
 

田
辺
松
坡
は
明
治
二 

十
年
代
半
ば
よ
り
中
央 

漢
詩
壇
で
活
躍
し
ま
す 

が
、
薩
摩
海
軍
閥
の
樺
山 

資
紀
（1

8
3
7

～1
9
2
2

）
の 

 

松
方
正
義 

漢
詩
会
「
緑
雨
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
緑
雨
会
に
は
薩
摩

出
身
の
海
軍
軍
人
が
多
く
参
加
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
松

坡
は
そ
う
し
た
人
脈
の
中
で
、
松
方
正
義
の
知
遇
を
得
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
東
京
開
成
中
学
校
教
授
・
校
長
田
辺
新
之
助

と
政
治
家
松
方
正
義
と
の
交
誼
で
は
な
く
、
漢
詩
人
で
あ
り

書
も
善
く
し
た
田
辺
松
坡
と
、
大
師
流
の
書
の
大
家
で
あ
り

文
人
と
も
言
え
る
松
方
海
東
と
の
文
墨
の
交
わ
り
で
し
た
。 

 

三
十
年
ほ
ど
の
年
齢
差
の
あ
る
二
人
の
交
友
に
つ
い
て
、

海
東
公
の
死
を
悼
ん
で
詠
じ
た
松
坡
の
詩
稿
「
奉
輓
海
東
松

方
公
」（
鎌
倉
女
学
院
蔵
）
に
は
「
把
臂
促
膝 

小
友
を
喚
び 

忘
年
の
交 

当
に
父
子
の
親
た
る
べ
し
」（
原
漢
文
）
と
あ
り

ま
す
。
年
齢
の
違
い
を
を
忘
れ
、
手
を
取
り
、
膝
を
交
え
て
、

父
親
が
子
に
接
す
る
よ
う
な
交
友
で
し
た
。 



一
、
松
坡
、
海
東
侯
に
陪
し
て
那
須
へ 

明
治
二
十
年
代
末
乃
至
三
十
年
代
初
め
か
ら
親
し
く
交
際

す
る
よ
う
に
な
っ
た
海
東
松
方
正
義
と
松
坡
田
辺
新
之
助
で

す
が
、
松
坡
が
鎌
倉
に
居
を
移
し
て
か
ら
、
松
坡
は
由
比
ヶ
浜

一
の
鳥
居
に
あ
っ
た
海
東
の
別
荘
（
松
方
別
荘
、
鶴
陽
荘
）
に

し
ば
し
ば
招
か
れ
て
い
ま
す
。
書
を
善
く
し
文
芸
に
つ
い
て
の

談
話
を
好
ん
だ
海
東
は
鶴
陽
荘
に
鎌
倉
在
住
の
（
別
荘
族
を
含

め
）
文
芸
愛
好
家
を
招
き
、
歓
談
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
松
坡
も
そ
の
一
人
で
し
た
。
そ
う
し
た
折
に

松
坡
が
詠
ん
だ
作
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
坡
は
ま
た
海
東
が

熱
海
に
営
ん
だ
別
荘
（
水
月
荘
）
も
訪
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
正
八
（1
9
1
9

）
年
六
月
、
松
方
正
義
が
那
須
塩
原
千
本
松

の
別
荘
（
那
須
別
邸
、
萬
歳
閣
）
に
遊
ぶ
の
に
伴
を
し
て
那
須

に
赴
い
て
い
ま
す
。
松
坡
に
別
邸
内
の
名
勝
十
二
を
称
え
た
松

坡
の
連
作
詩
「
千
松
苑
十
二
勝
」（『
大
正
詩
文
』
第
三
巻
第
五

号 

大
正
八1

9
1
8

年
九
月
）
が
あ
り
、
そ
の
自
注
に
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
原
漢
文
）。 

 
 

己
未
六
月
、
海
東
侯
に
陪
し
、
千
松
苑
に
游
ぶ
。
留
帯
す

る
こ
と
三
日
。
乃
ち
苑
中
の
十
二
勝
を
択
び
、
各
々
五
言
四
句

を
以
て
係
く
。
一
時
の
興
、
到
る
の
作
。
元
と
足
ら
ず
、
以
て

大
方
を
示
す
な
り
。 

ま
た
、「
陪
海
東
侯
游
千
松
苑
」
と
題

さ
れ
た
別
の
七
言
律
詩
も
あ
り
、
尾
聯
（
第
七
、
八
句
）
に
は
、 

相
公
公
退
逍
遙
處 

 

相
公 

公
退 

逍
遥
の
所 

一
洗
平
生
芥
帶
胸 

 

一
に
平
生
芥
帯
の
胸
を
洗
う 

と
あ
り
ま
す
。
海
東
が
政
界
の
一
線
を
退
い
た
あ
と
、
苑
内
を

散
策
し
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
時
を
過
ご
し
、
平
生
の
俗
世
で
の

生
活
の
中
で
胸
の
中
に
溜
ま
っ
た
塵
芥
を
洗
い
流
す
場
だ
、
と

あ
り
ま
す
。
那
須
別
邸
で
三
日
間
を
共
に
過
ご
し
た
二
人
は
、



書
や
文
芸
に
つ
い
て
語
り
合
い
、「
平
生
芥
帶
胸
」
を
洗
い
流

し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

           
 
 
 
 

大
正
期
の
那
須
別
邸 

 
 
 
 
 
 

多
く
の
羊
が
飼
育
さ
れ
て
い
る 

※ 

那
須
別
邸
（
萬
歳
閣
） 

明
治
三
十
六
（1

9
0
3

）
年
、
千
本
松
牧
場
内
に
建
て
ら
れ
た
那
須
別
邸
。
那

須
塩
原
千
本
松
牧
場
内
の
こ
の
建
物
は
、
床
面
積
三
三
四
㎡
の
洋
館
で
、
一

階
が
石
造
、
二
階
が
木
造
か
ら
成
る
。
翌
年
、
皇
太
子
（
大
正
天
皇
）
が
駐

泊
の
際
、
折
か
ら
の
日
露
戦
争
で
遼
陽
が
陥
落
し
た
報
が
届
き
、
一
同
で
万

歳
を
し
た
こ
と
か
ら
「
萬
歳
閣
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

（
写
真
は
い
ず
れ
も
松
方
峰
雄
氏
提
供
） 

       



二
、
鎌
倉
宮
碑 

 

鎌
倉
二
階
堂
の
鎌
倉
宮
境
内
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
鎌
倉

宮
碑
が
あ
り
ま
す
。
中
央
の
断
碑
の
跡
が
傷
ま
し
い
も
の
の
、

堂
々
た
る
碑
で
す
。
建
碑
は
大
正
十
（1

9
2
1

）
年
、
篆
額
「
鎌

倉
宮
碑
」
は
元
帥
陸
軍
大
将
大
勲
位
功
二
級
伏
見
宮
貞
愛
親
王
、

撰
文
は
少
内
史
正
六
位
巌
谷
修
（
一
六
）（
明
治
六
年
五
月
撰
）、

書
は
正
二
位
大
勲
位
侯
爵
松
方
正
義
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

鎌
倉
宮
碑
（
鎌
倉
宮
） 

 

こ
の
碑
の
建
立
に
つ
い
て
は
、
海
東
松
方
正
義
と
松
坡
と
の

間
に
次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
り
ま
す
。 

 

明
治
六
（1

9
7
3

）
年
五
月
の
明
治
天
皇
鎌
倉
行
幸
直
後
、
鎌

倉
宮
に
つ
い
て
の
碑
を
建
て
る
議
が
起
こ
り
、
巌
谷
一
六
が
撰

文
ま
で
し
た
の
で
す
が
、
ど
ん
な
経
緯
か
そ
れ
は
沙
汰
止
み
に

な
り
撰
文
は
埋
も
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
六
の
没

後
、
そ
の
遺
稿
の
中
か
ら
撰
文
を
見
出
し
た
松
坡
は
、
是
非
と

も
碑
を
建
て
た
い
と
東
奔
西
走
。
書
を
誰
に
依
頼
す
る
か
が
問

題
で
し
た
。
一
六
と
並
ん
で
明
治
三
筆
と
称
え
ら
れ
た
日
下
部

鳴
鶴
に
揮
毫
を
願
う
の
が
相
応
し
い
の
で
す
が
、
鳴
鶴
は
老
病

で
筆
が
執
れ
ま
せ
ん
。
困
っ
た
松
坡
先
生
は
海
東
侯
に
相
談
に

行
き
ま
し
た
。
相
羽
清
次
『
明
治
天
皇
鎌
倉
行
幸
御
事
蹟
』

（1
9
2
8

）
に
松
坡
先
生
自
身
の
談
話
と
し
て
載
録
さ
れ
て
い

ま
す
。 



 
當
時
多
く
鎌
倉
の
別
莊
に
居
住
せ
ら
れ
て
、
土
地
の
こ
と
に

も
何
か
と
心
配
せ
ら
る
ゝ
松
方
老
侯
に
、
ご
意
見
を
う
か
ゞ
い

ま
し
た
と
こ
ろ
が
、
公
は
暫
く
お
考
へ
に
な
り
ま
し
た
が
「
そ

れ
は
私
に
書
か
せ
て
く
れ
ま
い
か
」
と
豫
期
せ
ざ
る
仰
せ
で
あ

り
ま
し
た
。
尤
も
老
侯
は
、
晩
年
殊
に
書
道
に
精
進
せ
ら
れ
て

居
る
こ
と
は
承
知
し
て
は
ゐ
ま
し
た
が
、
こ
の
揮
毫
に
老
侯
を

煩
は
す
こ
と
な
ど
は
、
毫
も
念
頭
に
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

又
平
生
お
達
者
と
は
申
せ
、
當
時
八
十
七
歳
の
御
老
體
で
あ
り

ま
す
の
で
、
か
よ
う
な
正
楷
の
細
字
の
揮
毫
に
、
老
侯
を
煩
は

す
に
忍
び
ま
せ
ん
の
で
「
そ
れ
は
恐
縮
致
し
ま
す
。
誰
か
お
見

立
て
下
さ
い
ま
す
れ
ば
、
お
名
前
は
拜
借
だ
け
で
結
構
で
あ 

り
ま
す
」
と
申
し
上
げ
た
る
も
、「
い
や
私
に
書
か
し
て
く
れ
」

と
の
、
固
い
お
意
氣
込
み
で
居
ら
る
ゝ
の
で
、「
然
ら
ば
お
願

い
申
し
ま
す
」
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
文
字
の
大
き
さ
や
配
置

を
、
私
が
按
排
し
て
、
老
侯
に
差
上
げ
ま
し
た
。（
同
書p

p
.2

2
-

2
3

） 

 

こ
の
談
話
か
ら
は
、
二
人
の
交
流
の
様
子
が
判
る
と
同
時
に
、

建
碑
に
か
け
る
松
坡
先
生
の
苦
労
が
窺
わ
れ
、
同
時
に
、
海
東

侯
の
「
誠
愨

せ
い
か
く

謹
嚴
な
る
面
目
」（
同
書p

.2
0

）
が
偲
ば
れ
、
心

打
た
れ
ま
す
。 

     

松
方
正
義
の
書 

 
 

「
志
正
則
衆
邪
不
生 

心
静
則
衆
事
不
躁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
東
書
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
個
人
蔵
） 



三
、
関
東
大
震
災
で
被
災 

 

西
瓜
で
渇
を
癒
す 

大
正
十
二
（1

9
2
3

）
年
九
月
一
日
、
関
東
地
方
を
襲
っ
た
大

地
震
で
、
鎌
倉
材
木
座
に
住
ん
で
い
た
松
坡
は
被
災
し
ま
す
。

住
所
の
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
大
町
に
近
い
飛
地
だ
っ
た
よ
う

で
、
津
波
の
被
害
に
は
遭
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
家
族
全
員

も
無
事
で
し
た
（
長
男
元
は
ド
イ
ツ
に
、
次
男
至
は
フ
ラ
ン
ス

に
留
学
中
）
。
震
災
直
後
に
詠
ん
だ
七
言
四
十
八
句
の
長
詩

（「
地
震
行
」）
で
松
坡
は
震
災
の
恐
ろ
し
さ
を
描
い
て
い
ま
す
。 

    

田
辺
松
坡
「
地
震
行
」（『
文
字
禅
』
第
七
巻
第
十
一
号 

1
9
2
3
.11

.1

） 

秋
暑
燬 や

け
る
が
如
く
、
日
将
に
午
な
ら
ん
と
す
。
輷 こ

う

然
ぜ
ん

、
響

き
有
り
て
肺
腑
に
徹
し
、
直
ち
に
大
地
を
把
り
、
掀
翻

き
ん
ぽ
ん

を
供
に

す
。
山
河
砕
け
、
屋
宇
を
覆
い
、
瀾
濤
驚
走
し
、
地
維
崩
れ
、

巖
石
乱
飛
し
天
柱
を
折
る
。（
原
漢
詩
） 

 

秋
に
も
拘
わ
ら
ず
焼
け
る
が
如
く
に
暑
い
日
の
正
午
前
、
轟

然
た
る
響
が
肺
腑
を
貫
き
、
直
ち
に
大
地
が
翻
っ
た
。
山
河
は

砕
け
て
屋
宇
を
覆
い
、
瀾
濤
が
驚
走
し
、
大
地
を
支
え
る
綱
が

崩
れ
、
巖
石
は
乱
飛
し
て
、
天
を
支
え
る
柱
が
折
れ
た
か
の
よ

う
で
あ
っ
た
。
激
し
い
地
震
の
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

由
比
ヶ
浜
一
の
鳥
居
の
別
荘
に
住
ん
で
い
た
海
東
公
も
ま

た
被
災
し
ま
す
。
松
方
公
の
被
災
に
つ
い
て
は
「
松
方
公
死
す
」

と
の
誤
報
も
含
め
、
多
く
の
書
物
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
、
知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

海
東
公
の
死
を
悼
む
松
坡
の
七
言
四
十
八
句
の
「
奉
輓
海
東
松



方
公
」（
鎌
倉
女
学
院
所
蔵
の
詩
稿
）
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
の
一
部
が
倒
壊
し
た
も
の
の
、
無
事
だ
っ
た
松
坡
は
直
ち
に

松
方
別
荘
に
駆
け
付
け
ま
す
。 

覿
面
先
喜
兩
無
恙 

排
墻
同
是
偶
然
免 

此
時
玉
露
恩
霑
深 
西
瓜
療
渇
甜
於
蜜 

覿
面

て
き
め
ん 

先
ず
喜
ぶ
は 
両

ふ
た
り

恙
無
し 

墻
を
排
し 

同
に
是
れ 

偶
然
に
免
る 

此
の
時 

玉
露
の
恩 

霑
う
る
お

い
て
深
し 

 
 

西
瓜 

渇
か
わ
き

を
療 い

や

し 

蜜
よ
り
も
甜 あ

ま

し 

 

屋
宇
が
倒
壊
し
、
書
生
の
手
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
て
後
庭
に

横
た
わ
っ
て
い
た
海
東
公
の
姿
を
見
て
、
松
坡
は
そ
の
無
事
を

喜
び
（
海
東
公
は
松
坡
の
無
事
を
喜
び
）、
海
東
公
か
ら
西
瓜

を
分
ち
与
え
ら
れ
て
渇
き
を
癒
し
た
と
い
う
の
で
す
。
松
坡
先

生
は
、
公
に
生
き
て
再
会
で
き
た
こ
と
に
加
え
、
西
瓜
で
喉
の

渇
き
を
癒
し
た
こ
と
を
、「
玉
露
恩
霑
深
」（
玉
露
の
恩
、
霑

う
る
お

い
深
し
）
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
詩
で
は
西
瓜
で
渇
い
た
喉
を

潤
し
た
の
は
松
坡
自
身
だ
と
あ
り
ま
す
が
、
海
東
公
も
共
に
と

想
像
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
凄
惨
な
状
況
の
中
の
一
つ
の
情

景
で
す
が
、
心
安
ら
ぎ
ま
す
。 

 

因
み
に
、「
松
方
公
死
す
」
と
の
誤
報
に
つ
い
て
、
松
坡
は

「
後
、
三
日
を
経
て
、
蜚
語
紛
た
り
。
松
公
厄
に
遭
い
、
万
人

怵 お
そ

る
と
。
我
れ
独
り
、
終
始
訛
伝

か
で
ん

を
嗤 わ

ら

う
。」（
原
漢
詩
）
と
詠

ん
で
い
ま
す
。 

 

被
災
後
、
海
東
公
は
静
岡
県
興
津
の
別
邸
で
静
養
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
老
い
も
進
み
ま
す
。
大
正
十
三
（1

9
2
4

）

年
四
月
三
日
、
松
坡
は
海
東
公
の
病
床
を
見
舞
っ
て
お
り
、
そ

の
三
か
月
後
、
七
月
二
日
、
海
東
松
方
正
義
は
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
の
で
す
。 


